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電子契約の導入について

〇導入開始日 令和７年１月６日以降

〇対象案件 一般競争・指名競争入札を実施する建設工事

（１３０万円以上）及び建設コンサルタント

委託（５０万円以上）の契約について、電子

契約を導入します。

※落札事業者が電子契約を希望しない場合は、従来どおり書面による契

約となります。



電子契約事務の流れについて
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電子契約事務の留意点について

・落札決定後、電子契約による契約を希望する事業者

に電子契約利用申出書の提出をしていただく必要があ

ります。メールでの提出をお願いします。

・落札の案件ごとに提出していただく必要があります。

・登録には、事業者のメールアドレスの登録が必須と

なります。メールアドレスが１つしかないなどの場合

は、契約締結承認者のみで構いません。

・フリーメールアドレスは使用できません。

※本様式は、市ホームページに公開予定です。



稲敷市からのお願い

電子契約を利用することにより、稲敷市だけではなく契約相手であ

る事業者様の双方にメリットがあり、利便性向上及び業務負担の軽減

が図れるものと期待しています。

◆電子契約のメリット

・コスト縮減（印紙代や郵送代が不要）

・契約手続きの短縮化（書類の手続きが無くなり、契約までの期間が短縮）

・業務の効率化（製本、押印、郵送等の作業時間が縮減）

積極的な活用につきまして、ご検討願いますようお願いいたします。


